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Adventure In The Classroomとは 

『Adventure In The Classroom』は、クラスやグループで課題解決やみんなで楽しめる活動を通

して、子どもたちが主体的に学びをつくるアクティブラーニングプログラムです。ファシリテーター

を派遣し、アドベンチャー体験を学校へお届けします。 

こどもたちにもっとアドベンチャーを！ 

学級開き 

お互いのことを知り、 
関わり合うきっかけをつくる 

学年行事 

共通の体験を通して、 
クラスや学年の距離を縮める 

行動学習 

集団で協力する上で大切なこと、自分
にできることを発見する 

こんな時にオススメ！ 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プログラム概要 

● 時間：2〜3時間 ※1日6時間のご提案可能です。 

● 場所：身体活動ができる広い空間（体育館や校庭、近隣公園や公共施設など） 

● スケジュール例 

● 実施費用 

○ 企画費：100,000円／件 

○ 受講費：2500円／1人あたり、3時間まで 

○ 例： 2クラス60名の場合の概算　250,000円（税抜） 

時間  シークエンス  狙い 

8:40~9:20  導入・アイスブレイク  互いを知り合う・関わり合う 

9:20~10:00  課題解決活動①クラス  クラスみんなで息を合わせる 

10:00~10:40  課題解決活動②チーム  課題解決に取り組み、達成感を感じる 

10:40~11:20  課題解決活動③チーム  より難しい課題にチャレンジしてみる 

11:20~11:30  ふりかえり  体験からの学びを日常につなげる 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事例 - 柏市市立大津ヶ丘小学校 

● 学校名：柏市立大津ヶ丘第二小学校 

● 目的：お互いのことを知り合い、クラスの関係性を深めるきっかけをつくる 

● 場所：学校内体育館 

● 時間：3時間（9:00~12:00） 

● 対象：小学校5年生 2クラス

先生の声 

3時間があっという間でした。目的が明確でふりか

えりをしっかり行うことで活動の意義を感じること

ができました。何よりも楽しい雰囲気の中で、大切

なことを学べていたことがよかったです。雰囲気

のつくり方は、教員にとっても学びが大きかったと

思います。 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プロジェクトアドベンチャーとは 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プロジェクトアドベンチャー(PA)は、アドベンチャー（心地よい場所から一歩踏み出しチャレンジす

る）体験から学びを獲得するための体験学習手法として1971年に誕生しました。 

プロジェクト 
アドベンチャー 

Point① 
達成困難な課題に直面し、感情
や感覚を大きく揺さぶられる中
で、心地よい空間から一歩踏み
出す体験（ストレッチ体験）をし
ます。  

Point② 
アドベンチャー体験の中では、
必然的に自分の本心に問いか
けたり（自己対峙）、集団の中で
協同作業や意思疎通を行ったり
する場面が生じます。 

Point① 
体験活動から実務へ応用・転移
可能な学びを獲得し、体験とリ
フレクションのサイクルを自ら回
すことを習慣化します。  

Point② 
1グループに必ず1名のファシリ
テーターがつくことで、受講者の
体験学習サイクルを回す援助
や潜在意識に存在する目標設
定、および目的実現に向けた学
習支援を行います。  

体験学習 アドベンチャー活動  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プログラムのコンセプト 

PA体験による気づきや学び活かすために、次の３つのコンセプトを大切にしています。 
 
 
 

③体験学習サイクル Experiential Learning Cycle（ELC) 
 

【主体的な学びの創造】  
各段階を意識的に援助することにより、アクティビティを単なる体験として
ではなく、学び方を学ぶ・実社会に生かすといった「応用力」を高めていく
ことに繋げます。 

①チャレンジ バイ チョイス Challenge By Choice（CBC） 
 

【自己選択と決定】 
チャレンジのタイミングやレベル、その方法は自分で決定し、互いにそれ
を尊重します。それは安易に挑戦しないことを容認することではなく、人に
よって負荷の掛かるチャレンジは異なることを前提としています。 

②フル バリュー コントラクト Full Value Contract（FVC) 
 

【お互いを最大限に尊重し合う約束】 
お互いの「心理的安全」を守ることを約束します。自他の感情、特性、価
値観などのそれぞれの違いを認め合い、最大限に尊重する関わり方を考
えていきます。  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■電話 03-6417-3730
■FAX 03-6417-3738

■MAIL edu@pajapan.com

■Website https://www.pajapan.com/

問い合わせ先


